
土地代が２６億円、建設費が

２８億円あわせて５４億円の費

用がかかります。１０億円の国

の交付金をあてにしています

が、交付される保証はどこにも

ありません。 

いいえ、築３８年ですが、立派な本館が市

役所そばにあり、公民館、博物館と３館合

わせて、生涯学習の核を形成しています。

ラスタホール、きららホールにも大きな分

館があります。また、市内の小中学校の図

書室の充実は阪神間でもレベルが高く、児

童の学習意欲のさらなる向上を目指し、充

実を続けることが大切です。 

今の３階の学習室はもとも

と開架室として建設された

もの。そこを元通りの部屋

にすれば、蔵書も増やせま

す。バリアフリーには、現

在の行政資料コーナーを利

用して、改築すれば、少な

い予算で充実が図れます。 

 

財政難の折から建設に要する費用を捻出しようと

すれば、何かを犠牲にしなければならないのは明

白です。市民福祉の後退につながらないとは言い

切れないのです。さらに、経費節減と称して、図

書館の事業が民間委託される可能性もあります。 

      

阪神間でも遜色のない立派

なハコモノをたくさん持っ

ている伊丹市。これ以上の

ハコモノは要りません。市

民の心に視点をあてて！ 

 

 

 

 

― コンクリートから人へ、福祉の充実が最優先！ ー 
 

建設にはいくらかかるの？ 伊丹市には図書館がないの？ 

今の図書館ではだめなの？ 

新図書館建設の市民生活への影響は？ 

伊丹市の図書館を考える会・伊丹をよくする会 

ハコモノ行政はストップ！ 

今ならまだ 

ストップできます。 


